
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月４日（木）の“長昼休み”の時間

に海の子ブラスのコンサートが開かれ

ました。これまで練習してきた演奏を聞

かせてもらいました。新しく入った４年

生も上級生ほどとはいきませんが上手

になりました。途中６年生が演奏する場

面があったり、今度は６年生なしで後輩

だけで演奏する場面があったりと楽し

ませんてもらいました。 

どうしてこんなに楽しいのかなと思

いました。それは、一生懸命演奏する人がいて、それを“聴こう

とする人”がいるからだと思いました。６年生を送る会でも感じ

たことですが、自分だけ勝手に盛り上がったり隣の人と感想を言

い合ったりしたいところも、まずは演奏している人に合わせ、周

りの楽しんでいる人に合わせる、そういう気持ちを少しずつ持ち

寄ることで、みんなが楽しめてこんなにも気持ちよい会になるの

だなあと思ったのでした。 

みんなで集まるって楽しいです。み

んなで集まるといろいろなものが見

え、いろいろいろなことを考えつきま

す。みんなで集まるってやっぱりいい

です。 

 

 

 

 

膝を折って座っている子を見つけま
した。なんともかわいらしいです。 

いよいよ来週が最終週。気持ち

が落ち着かなかったり高ぶった

りしがちです。気持ちを落ち着か

せることができることが大人っ

ぽいことです。気持ちを整え、体

調も整え、修了式・卒業式に向か

います。この土日も落ち着いた生

活ができるようにご家庭でもよ

ろしくお願いいたします。 
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４、５年生だけの演奏を見守る６年生 



 

 

 

３月２日（火）は高学年の音楽集会の日でした。校舎内を回っていると、高学年だけでなく、２年生

が１階の「かがやきホール」に、４年生が２階の「みだし

なみホール」に集まっていました。学年独自に集会をもっ

たようです。 

２年生は歌を歌ったあと、黒板に先生が「むねをはって

３年生になるために」を書いておられました。前の日、児

童会から今年度最後の生活目標「一年間のまとめをしよう」

が示され、その目標についてどう取り組むかを考えている

ようでした。児童会から配られた児童会だよりの最後には

「胸をはって次の学年、中学校に進めるようにがん

ばりましょう。」とも書いてあります。その言葉の

引用のようです。 

２階の４年生では、直哉先生から賞状が渡されて

いました。そのあと、鈴木英雄先生がお話をされま

した。「三冠王」になぞらえて「三感王」といカー

ドが張り出され、そのあとに「感動」「感謝」「感性」

という３つの言葉が伝えられました。子ども達に大

事にしてほしい３つのことのようです。 

２つの学級がある学年が、こうして、独自の朝会

を行って集まるというのはよいことだなあと思っています。時には話し合ったり、時には学級の先生で

はない先生のお話を聞いたり、時には、子ども同士で発表をしたり、・・・。やっぱり、みんなで集まる

って楽しそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい黒板を 
つけていただきました 

～「私達のために」と動いてくださる方々の思いを知る ～ 
部屋によっては黒板がないところもありました。新築当時よりも学級が増えたことに加え、少人数指導

で学級を分けて勉強するなど、いろいろな勉強の仕方を工夫するともっと（黒板がある）教室があったら

いいなあと考えていました。また、コロナ対策としても、分散できるようにたくさんの教室が必要ですし、

広い教室も必要でした。 

そのようなことにご理解いただき、「子ども達のために」と町の方々が考えてくださって、黒板がない

部屋に黒板をつけてくださいました。はまなす３組の教室にもつきましたし（これまでは移動黒板やホワ

イトボードを使っていました）、ＰＴＡルームやかがやきホールにもつけていただきました。 

また、子ども達の勉強に障りがないようにと土日の休みの日に工事をしてくださいました。新学期から

は使えるようにと急ピッチでやっていただき先日完成しました。 

そんな町の方々のお気持ちをかみしめたいと思います。子ども達にもそうやって大事にされていること

を分からせたいと思います。子ども達は恵まれています。それが、当たり前のことではないこと、どれだ

けでの人々が考え行動してくださったかを伝えなければいけないと思います。 

外には倉庫をつくっていただいています。それに加えて黒板。「大事に使おう」は当たり前ですが、そ

ういう気持ちを確かに持たせるためにも、それに関わった方々について考えさせることを大事にしていき

ます。 


